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Ⅳ．総合考察
　上記の検討を踏まえ、知的障害特別支援学校にお
けるキャリア教育の意義・目的及び今後の展開につ
いて検討した。
１．通常の教育分野への対応
　キャリア教育の端緒となった「キャリア教育の推
進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」（平
成16年１月公表）では、『○ 精神的・社会的自立が
遅れ、人間関係をうまく築くことができない、自分
で意思決定ができない、自己肯定感を持てない、将
来に希望を持つことができない、進路を選ぼうとし
ないなど、子どもたちの生活・意識の変容、○高学
歴社会におけるモラトリアム傾向が強くなり、進学
も就職もしなかったり、進路意識や目的意識が希薄
なまま「とりあえず」進学したりする若者の増加』
等が指摘された。すなわち、当時は、明らかに、通
常の教育分野の課題への対応としてキャリア教育が
提唱された背景がある。
２．知的障害教育とキャリア教育
　「キャリア教育ガイドブック」（国立特別支援教育
総合研究所、2011、ジアース教育新社）では、「社
会的自立・職業的自立に向けて、児童生徒一人一人
の勤労観、職業観を育てる教育」とされている。こ
れは、学校教育法第72条にある特別支援学校の目的
とむしろ合致する。特別支援学校学習指導要領解説
における知的障害のある児童生徒の支援の基本とし
ても、かねてより「望ましい社会参加を目指し、日
常生活や社会生活に必要な技能や習慣が身に付くよ
う指導する。」「職業教育を重視し、将来の職業生活
に必要な基礎的な知識や技能及び態度が育つよう指
導する。」重要性が指摘されており、その内容はキャ
リア教育そのものと言える。
　そのため、本調査の自由記述でも見られた「これ
まで（の進路指導や職業教育）との違い」は本質的
にはないと言えよう。
３．知的障害特別支援学校とキャリア教育
　それでは、知的障害特別支援学校におけるキャリ
ア教育の意義・目的は何であろうか？
　今回の調査結果では、各学部の教育課程の要であ
る学部主事の多くが現状の教育課程の系統性に関す
る弱さを指摘していた。先の文献では、「キャリア
教育の視点からの教育課程の改善」「教員間・学部
間の共通理解・組織的な取組を促す」「教育課程の
一貫性・系統性を高める」等の意義が指摘される。
　すなわち、進路指導や職業教育という高等部段階
で強くイメージされる視点ではなく、キャリア教育
というより包括性の高い視点から、学校全体の教育
課程を見直す意義である。小学部段階から一貫性と
系統性ある教育を積み上げることにより、「自立と
社会参加」を確かにする意図があると思われる。各
学部を鳥瞰する役割を果たす「キャリアプラニン
グ・マトリックス（試案）」の提案はその象徴と言
えよう。
４．キャリア教育の展開のために
　本研究では、キャリア教育の実際的な展開方法の
一つとして、授業研究会の活用を指摘した。筆者の
一人である磯野は、用語の難解さや実践イメージの
持ちにくさがある「キャリア発達段階・内容表」の
検討、それに基づく学習指導案の作成と授業研究を
実践した。その研究成果は、「平成23年度千葉県長期
研修生　研究報告書－特別支援教育－」（千葉県総合
教育センター）及びその補足資料に掲載予定である。
